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六

〇

紀

伊

安

久

用

の

洪

童

歌

紀
伊
牛
島
に
は
海
洋
段
丘
が
よ
-
凝
逢
し
て
ゐ
る
｡

田
適
附
近
で
は
此
の
段
丘
東
部
に
厚
さ
入
来
前
後
の
砂

利
暦
が
あ
る
｡
其
の
砂
利
は
主
に
直
径

一
寸
か
ら
四
分

位
で
之
に
嘘
灼
様
の
赤
土
が
可
成
入
っ
て
ゐ
る
朗
も
あ

a
.
砂
利
厨
の
下
に
は
虞
に
依
り
洪
積
世
の
粘
土
静
や

砂
暦
が
あ
っ
て
介
等
の
化
石
を
含
ん
で
ゐ
る
｡
昔
て
中

村
品
田
開
先
巷
に
依
-
本
誌
(相
姦

)上
に
報
骨
さ
れ
た

岡
部
町
歩
の
洪
積
銃
は
其
の

一
例
で
あ
る
｡
輩
に
他
の

一
つ
で
あ
る
閣
牟
婁
郡
西
富
田
村
学
才
野
小
字
安
久
川

の
洪
積
層
に
つ
い
て
述
べ
る
.
安
久
川
は
田
蓮
の
南
方

八
粁
牛
に
あ
る
源
岸
の

一
小
部
落
で
あ
る
｡

安
久
州
だ
同
郡
商
富
田
柑
中
村
の
間
に
は
南
北
千
光

束
酉
七
官
米
高
さ
四
十
光
の
源
樺
段
丘
が
あ
っ
て
'
南

方
は
直
ち
に
大
卒
洋
に
臨
ん
で
ゐ
る
､
段
丘
の
上
に
は

八
乃
至
十
米
の
砂
利
層
が
あ
っ
て
其
の
下
に
は
甲
新
銃

の
砂
岩
が
露
出
し
で
ゐ
る
｡
而
し
て
柁
ゞ
1
借
越
此
め

竹

山

俊

雄

基
地
の
閣
硝
安
久
川
部
落
の
北
に
接
し
雄
健
下
の
背
次

色
泥
質
細
粒
砂
が
機
に
露
出
し
て
ゐ
る
｡
露
出
は
谷
の

兼
側
に
懲
ら
南
北
に
約
十
五
米
出
て
ゐ
る
｡
砂
暦
は
朗

に
伐
ち
粘
土
質
に
な
っ
て
ゐ
て
厚
さ
入
来
し
か
露
出
し

て
ゐ
な
い
で
.
下
底
は
不
明
で
あ
る
が
､
す
ぐ
北
に
申

新
続
の
砂
岩
が
露
出
し
て
ゐ
る
の
で
.
そ
の
間
の
閥
係

の
不
盤
合
な
る
事
は
明
で
あ
る
｡

砂
暦
の
上
に
は
秒
利
層
が
あ
っ
て
厚
さ
約
十
米
に
達

す
る
｡
爾
暦
共
に
水
平
で
'
そ
の
間
の
両
は
射
い
凹
凸

を
有
す
る
が
充
分
な
不
整
倉
W
は
寵
め
ら
れ
な
い
｡

砂
層
の
中
に
は
下
部
の
厚
三

二
光
濃
の
間
に
散
在
し

て
化
石
を
崖
す
る
'
化
石
は
軟
髄
動
物
を
主
ビ
し
其
の

外
有
孔
虫
p
珊
瑚
'
壌
適
類
p
海
臆
類
及
び
木
の
菜
の

印
象
､
於
の
賓
､
流
木
が
あ
る
｡
化
石
の
個
髄
数
は
少

-
て
盛
に
よ
る
yJ
化
石
が
含
有
さ
れ
て
ゐ
な
い
だ
見
え

る
濃
で
あ
る
が
歌
階
…動
物
の
拙概
数
は
著
し
-
多
-
二
百
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定
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穆
た
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左
に
そ
の
多
産
す
る
も
の
の
み

を
列
記
す
る
｡
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L
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T
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o
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t
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表
中
番
敏

に括
弧
を
附
し
た
も
の
は
現
生
種
だ
し
て

知
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
｡
此
の
中
7
は
安
房
の
洪
積

層
t
S
p
19
､
は
夫
々
下
部
及
び
上
部
武
減
野
暦
に
産
す

る
｡
又
5
､
15
､
m誓

等
に
て
判
る
如
-
此
の
フ
ォ
ー
ナ

は
畏
潮
式
の
も
の
で
親
潮
式
の
も
め
は
殆
ん
で
混

じ
て

ゐ
な
い
｡
確
定
積
層
八
十
五
種
申
現
生
種
だ
し
て
知
ら

れ
て
ゐ
な
い
も
の
は
四
十
六
種
の
多
き
に
達
す
る
｡
然

し
現
生
種
で
L･i
い
も
の
ゝ
多
き
理
由
の

一
部
は
塔
形
見

料
､
管
忠
月
掛
等
の
小
形
種
で
塩
水
現
生
種
が
報
脅
さ

れ
て
ゐ
な
い
も
の
に
属
す
る
為
め
で
あ
る
｡

堺
の
洪
積
層
を
仔
細
に
槍
す
る
だ
フ
ォ
ー
ナ
の
上
か

ら
之
空

ろ

に
細
別
し
得
る
.
即
ち
最
上
部
は
無
化
石

膚
で
'
最
下
部
の
厚
さ
凡
皇

束

の
間
に
隈
も
て

A
r
ca

ニ
蓋

六

叫
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1
食

g

r
a
n
osa
及
び
O
stre
a

p

a
l

m
ip
es
が
存
在
す
る
｡
中

部

管
は

T
u
r
r
iiiela
cf
r

.
m
u
ltilir
a
fa
を
特
有

ビ
す

る
｡
中
村
黒
田
両
先
生
が
畢
げ
ら
れ
花
月
の
中

).
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r
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S
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w
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は
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厨
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ら
､

8
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(
F

a

r
)
K
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ner.

9,

S
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(
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a
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d
.
e
t
R
v
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.

西

遊

夢

錬

〉

(
響

藤

樹

の

部

エ
デ
ン
で
フ
市
及
其
附
近

樹
立
仙
川
傑
虎
児
場
cqC

チ
ャ
ー
〃
ス

叫
伽
(
C
harles
I)
の
時
代
は
資

に
物
戯
な
世
の
中
で
あ
る
〇
国
王
T世
は
じ
め
王

銘
の
贋
々
よ
し
て
解
放

内
.1
腰
か
､AJ威
儀
か
正
し
て

ゐ
る
人
々
は
何
れ
-
そ
の
淋

路
が
悲
惨
で

解
三
髄

三

脚

六

二

14
.

B
in
g
icu
la

a
･rc
ta
ta
G
l

d.

は
中
部
暦
か
ら
損

ね
も

の
で
蔑

む
は
ぎ
ち
ら
か
ら
か
判

ら
な

い
｡
以
上
の
外
中
部
暦
に
は

N
assariu
B
3.aP
O
n
icLt.a
(
A
.A
d
.)

N
.
Iivescefu
:e
(P
h
iz.)

A
rca

Yo
ko
y
a
m
a
i
n
.n
.

C
ar
di
叫
a

c･u
m
if
Lgia
n
a
B
ru

g
.

等
が
あ
る
｡

鉢
の

中

部

圏
の
貝
頻
の

殆

ん

.,/J
金
瓢
は
安

久
川
の
も
の
ビ
共
通
で
あ
る
｡
之
か
ら
考

へ
で
安
久
川

の
含
化
石
砂
暦
は
堺
の
含
化
石
暦
の
上
部
及
び
中
部
暦

に
封
此
す
る
も
の
･fJ
謂
ふ
べ
き
で
あ
る
｡

(
十
八
)

l

瀧

ノ

親

]

み
る
O

ヨ

ー
ク
大
公
は
出
師
で
相
も
耐
盤
で
あ
る
｡
太
鼓
は
=
の
参
の

ま

ゝ
で

刑

の
聴
問
み
受
け
㌔

=
ゝ
に
汲
ん
で
ゐ
る
ハ
ソ
･1
レ
イ
倣
師

(M

arq
u
is
o
f
H
u
n
t.y
)
も

'1
",ル

ー
ソ
大
公
(D
u
t.'e
ofH
ami

lto
n
j

も
ま
た
.･P
y
ト
ロ
ー
ズ
倣
倍

(M
o
n
tr
ose
)
も

骨
断
頭
姦
上
に
首
私
加

わ
ら
れ
た
の

で
あ

る
｡
ア
I
か
イ

〃
傑
(M
a
rq
u
is
o
f
A
rg
y
ll)
に
至

っ
て
は
チ
ヤ
ー
ル
ス
二
他

の
現
に
王
冠
,.付
託
ら
せ
六
人

で
あ

る

が
･n
ら


